
問 

　

こ
の
六
次
産
業
化
推
進

に
つ
い
て
、
民
間
人
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
設
置
が
必
要
と
思
う
。

特
に
も
出
口
戦
略
に
お
け

る
ワ
ー
キ
ン
グ
が
重
要
で

あ
り
、
一
次
（
生
産
）、

二
次
（
加
工
・
開
発
）、

三
次
（
販
売
）
産

業
に
関
わ
る
人
達

や
市
外
の
識
見
を

有
す
る
人
、
消
費

者
を
メ
ン
バ
ー
と

し
て
予
想
す
る
が

見
解
を
伺
う
。

答 

　

遠
野
市
六
次
産

業
推
進
本
部
に
は

企
画
調
整
の
担

当
、
商
工
観
光
の

担
当
、
産
業
振
興

の
担
当
、
そ
れ
と

ア
ス
ト
の
担
当
等

が
配
置
さ
れ
、
部

局
横
断
的
な
仕
組

み
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
行
政
的
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
し
て
い
る
。

そ
こ
に
民
間
の
六

次
産
業
に
お
け
る

先
行
的
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
人
、

団
体
等
の
考
え
を
取
り
入

れ
る
事
は
大
事
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
宮
守
川

上
流
生
産
組
合
、
ふ
る
さ

と
公
社
、
木
工
団
地
等
六

次
産
業
の
実
践
団
体
が
あ

る
。
更
に
、
遠
野
の
特
産

品
等
を
ネ
ッ
ト
や
出
張
で

販
売
を
し
て
い
る
個
人
、

団
体
も
あ
る
。
そ
の
方
々

が
参
加
出
来
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
出
口
戦
略
を
考

え
る
上
で
も
、
重
要
で
あ

り
、
そ
の
仕
組
み
を
構
築

す
る
。

問 

　

本
年
４
月
、
他
県
で
教

師
が
自
分
の
子
供
の
入
学

式
に
出
席
す
る
た
め
、
担

任
す
る
高
校
の
新
一
年
生

の
入
学
式
を
欠
席
し
て
全

国
的
に
話
題
と
な
っ
た

が
、
市
内
の
学
校
で
こ
れ

ま
で
そ
の
よ
う
な
事
例
の

有
無
は
。

答 

　

把
握
し
て
い
る
限
り
、

我
が
子
の
修
学
式
や
卒
業

式
に
出
席
を
す
る
た
め
、

担
任
教
師
が
欠
席
を
し
た

と
い
う
事
案
は
な
い
。

問 
　

教
育
委
員
会
と
し
て
の

こ
の
問
題
の
捉
え
方
は
。

答 

　

他
県
の
事
案
で
あ
り
、

コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え

る
。問 

　

市
内
の
各
学
校
で
も
考

え
ら
れ
る
事
例
で
あ
る

が
、
今
後
に
向
け
て
の
対

応
は
。

答 

　

時
機
を
見
て
校
長
会
議

等
で
、
①
年
次
休
暇
の
基

本
的
遵
守
、
②
教
師
と
し

て
の
公
人
の
あ
る
べ
き
姿

及
び
個
別
事
情
の
把
握
や

判
断
、
③
同
様
の
事
態
が

生
じ
た
場
合
、
児
童
・
生

徒
・
保
護
者
の
不
安
の
軽

減
や
学
校
全
体
と
し
て
の

組
織
的
対
応
、
の
３
点
に

つ
い
て
十
分
な
指
導
を
図

っ
て
い
く
。

　
　

荒川　栄悦 議員
（清風会）

一問一答方式

問 

　

タ
フ
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
一

政
策
で
あ
っ
た
六
次
産
業

の
推
進
を
大
き
く
取
り
上

げ
た
目
的
と
経
緯
は
。

答 

　

法
律
で
は
「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者

等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出

等
及
び
地
域
の
農
林
水
産

物
の
利
用
促
進
に
関
す
る

法
律
」
が
あ
り
、
ま
さ
し

く
地
域
資
源
を
活
用
し
た

農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新

事
業
の
創
出
が
狙
い
で
あ

り
、
農
商
工
連
携
に
つ
い

て
も
「
中
小
企
業
者
と
農

林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
事
業
活
動
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
と
い
う
法
律

が
あ
り
、
中
小
企
業
者
と

農
林
漁
業
者
と
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
資

源
を
有
効
に
活
用
し
て
行

う
事
業
活
動
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市

で
は
副
市
長
を
本
部
長
に

産
業
振
興
部
と
農
林
畜
産

部
の
部
課
長
を
本
部
員
と

す
る
「
遠
野
市
六
次
産
業

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ

た
。

六
次
産
業
推
進
の

経
緯
は

六次産業化の出口戦略としての
ワーキンググループの設置は

問 

　

故
郷
を
離
れ
た
人
な
ど

が
、
自
分
の
故
郷
や
関
わ

り
が
深
い
地
域
に
貢
献
や

応
援
し
た
い
と
い
う
思
い

を
、
寄
附
と
い
う
形
に
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

推
移
や
効
果
は
。

答 

　

寄
附
金
の
状
況
は
、
制

度
創
設
前
の
平
成
19
年
度

は
総
額
約
３
４
０
万
円

（
12
件
）
に
対
し
、
制
度

が
出
来
た
平
成
20
年
度
は

７
倍
の
約
２
３
５
０
万
円

（
43
件
）
で
、
こ
の
う
ち

ふ
る
さ
と
納
税
分
は
約
１

 

７
８
０
万
円
（
32
件
）
で

あ
る
。
昨
年
度
ま
で
の
総

額
は
約
３
億
５
７
０
０
万

円
、
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納

税
分
は
１
億
３
０
０
０
万

円
（
３
８
３
件
）
寄
せ
ら

れ
、
各
種
事
業
に
充
て
て

い
る
。

問 

　
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
遠

野
應
援
寄
附
金｣

に
、
古

く
て
難
し
い｢

應｣

の

字
を
使
う
意
味
は
。

答 

　

古
く
て
新
し
い
も
の
は

光
輝
く
と
い
う｢

遠
野

ス
タ
イ
ル｣

こ
だ
わ
り
、

｢

し
っ
か
り
受
け
止
め
る｣

と
い
う
意
味
を
表
し
、
他

の
自
治
体
と
差
別
化
を
図

る
こ
と
も
意
識
し
た
。

問 

　

北
上
市
が
ふ
る
さ
と
納

税
の
拡
大
と
特
産
品
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
特

典
を
付
け
た 

誘
導
策
を
発

表
し
た
が
。

答 

　

過
剰
な
お
土
産
合
戦
で

寄
附
金
を
募
る
の
で
は
な

く
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
確
実

に
行
い
、
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

瀧本　孝一 議員
（新興会）

一問一答方式

ふ
る
さ
と
納
税
を

自
主
財
源
確
保
の
一
助
に

担任教師の入学式
欠席問題の捉え方

更なるふるさと納税の推進拡大を…
道の駅遠野風の丘に置かれている「日本のふるさと

遠野應援寄附金」を募るリーフレット

農産物を加工し新たな特産品の開発が期待される
宮守川上流生産組合濁酒加工施設内

21 20とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


